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２．育成すべき資質・能力と
観点別学習状況の評価
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学習指導要領の考え方

5令和４年７月12日 府立茨木支援学校全校研究（学部研究）資料より

学習指導要領の考え方

6令和４年７月12日 府立茨木支援学校全校研究（学部研究）資料より

主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・
ラーニング」）の視点からの授業改善

主体的な学び

深い学び

対話的な学び

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と、学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

何を学ぶか どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携･協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

学習指導要領の考え方

何ができるようになるか

生きて働く知識･技能の習
得など、新しい時代に求
められる資質･能力を育成

知識の量を削減せず、質
の高い理解を図るための

学習過程の質的改善

・小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共」
の新設など

・各教科等で育む資質･能力を明確化し、目標や内容を
構造的に示す

学習内容の削減は行わない※

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

※高校教育については、些末な事実的知識の暗記が大学入学者選抜で問われることが課題になっており、
そうした点を克服するため、重要用語の整理等を含めた高大接続改革等を進める。

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養
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学習指導要領の背景にある学力観

• 新しい学習指導要領において育成すべき資質・能力の三つの柱が明確に
されたことは、学習する内容だけでなく、 学習によってめざすべき子どもたち
の姿（資質・能力が身に付いている姿）が学習指導要領において明確にな
ったことを示している。

• 学力観がコンテンツ（内容）ベースからコンピテンシーベースに転換したこ
とを示している。 （＊コンピテンシー≒資質・能力）

【学力観の転換】

 学習評価においては、「学ぶ内容」について「〜できる」などの一面的な姿を評価するの
ではなく、「資質・能力」として「〜している」「〜を身に付けている」などの姿を評価するこ
とが重要となる。

コンテンツベース コンピテンシーベース

［学ぶ内容］

各教科等の目標・
内容等

〜している。
〜しようとして
いる。
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主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能

学習指導要領（平成２９～３１年改訂）において、各教科等
の目標及び内容を「知識及び技能」、「思考力、判断力、表
現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の資質・能力の三
つの柱で再整理

３観点

平成３１年３月文科省通知

「観点別学習状況の評価」の評価の観点について

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

整理後の４観点

平成22年5月文科省通知 9
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評定や記述式評価

各教科等における学習

の過程を通した知識及び
技能の習得状況について

評価を行うとともに、それ
らを既有の知識及び技能
と関連付けたり活用した

りする中で、他の学習や
生活の場面でも活用でき
る程度に概念等を理解し
たり、技能を習得したりし

ているかを評価します。

各教科等の知

識及び技能を活
用して課題を解

決する等のため
に必要な思考力，
判断力，表現カ

等を身に付けて
いるかどうかを
評価します。

知識及び技能を獲得

したり、思考力，判断力，
表現力等を身に付け

たりするために、自らの
学習状況を把握し、学
習の進め方について試

行錯誤するなど自らの
学習を調整しながら、
学ぼうとしているかどう
かという意思的な側面

を評価します。

個人内評価の対象となるもの

については、児童生徒が学習し
たことの意義や価値を実感でき

るよう、日々の教育活動等の中
で児童生徒に伝えることが重要
です。特に、「学びに向かう力，人

間性等」のうち「感性や思いや
り」 など児童生徒一人ひとりの
よい点や可能性、進歩の状況な
どを積極的に評価し児童生徒に

伝えることが重要です。

知識及び技能
思考力，判断力，
表現力等

学びに向かう力，
人間性等

学習指導要領に示す
目標や内容

知識・技能 思考・判断・表現

感性，思いやり
など

主体的に学習に
取り組む態度

観点別学習状況評価
の各観点

個人内評価

●観点ごとに評価し、児童
生徒の学習状況を分
析的に捉えるもの

●観点ごとにABCの３段
階で評価

●観点別学習状況の評価や評定等には示し
きれない児童生徒の一人ひとりのよい点や
可能性、進歩の状況について評価するもの。

【学習評価の基本構造】

●観点別学習状況の評価の結果を総括するもの
●評定は中学校・高等学校は５段階、小学校は３段階で評価
（小学校低学年は行わない）

学習評価の基本構造

•

例
え
ば
、
児
童
生
徒
の
「
頑
張
り
」
に
つ
い
て
、
今
後
の
可
能

性
や
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
良
さ
を
発
揮
で
き
た
こ
と
な
ど
の

点
か
ら
、
積
極
的
に
評
価
し
ま
す
。

•

例
え
ば
、「
学
習
の
様
子
」
と
し
通
知
表
に
記
述
し
、児
童
生

徒
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「感性，思いやり
など」について
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目標に準拠した観点別学習状況の評価について

「目標に準拠した評価」（いわゆる絶対評価）とは、学習指導要領に示す目標がどの程度実現したか、その実現状況を見

る評価のことをさします。学習指導要領では、きめの細かい学習指導の充実と児童生徒一人ひとりの学習内容の確実な定

着を図るため、観点別学習状況の評価を行うこととしています。観点別学習状況の評価とは、各教科等の目標や内容に照ら

して、児童生徒の実現状況がどのようなものであるかを、観点ごとに評価し、生徒の学習状況を分析的に捉えるものです。

支援学校においては、個々の児童生徒の学習状況に応じた個別の指導目標が設定されることが多いことから、特に「個人

内評価」（本人の内で評価を考える手法）が求められます。 各学校においては、目標に準拠した観点別学習状況の評価を

一層重視するとともに、個人内評価を工夫することが求められます。児童生徒のよい点や可能性、進歩の状況などを積極的

に評価することが大切です。

目標に準拠した評価を実施するにあたっては、「評価規準」と「評価基準」が必要になります。「評価規準」とは、

「どんな点がどのようになっていればよい」など、ある観点において児童生徒に付けたい力をより具体的な児童生
徒の成長の姿として文章表記したものです。そのため、評価の観点ごとに設定することが必要です。「評価基準」

とは、「評価規準」で設定した目標に対して、どの程度達成できたか（例えば、A～C）を判断するための指標（め

やす）を示すものです。

設定した目標に対して、一人ひとりの達成状況を把握するのが目標に準拠した評価の目的です。

（児童生徒同士の達成度を比べることは適切ではありません）

目標：学校の近くの鉄道に
気付くことができる

目標：街の特徴を３つ見つ
けることができる

目標：街の特徴を１つ見つ
けることができる

さんの
評価

さんの
評価

さんの
評価

評価規準 評価基準

【目標に準拠した各児童生徒の評価（イメージ）】

A B C

A B C

A B C
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「知識・技能」

「思考・判断・表現」

「主体的に学習に取り組む態度」
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•

目
標
に
対
し
て
、子
ど
も
が
ど
の
よ
う
な
学
習
状
況

に
あ
れ
ば
、「
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
」
と
考
え
る
の

か
を
明
確
に
す
る
。

•

単
元
の
目
標
の
文
末
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、付
け

た
い
力
を
、よ
り
具
体
的
な
め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
と

し
て
表
記
す
る
。

①～について～をしている。
②～を身に付けている。等

①～について考えたことを伝えている。
②～について表現している。等

①～しようとしている。
②～を通して～に生かそうとしている。
③～に取り組もうとしている。 等

評価規準の文言について

学習指導要領

単元（題材）目標及び評価規準の設定の流れ

内容のまとまりごとの評価規準

単元（題材）の目標の作成

単元（題材）の評価規準の作成

授業の実施（評価）

評価場面や
評価方法の計画

• 児童生徒が資質・能力を身に付けた状況を表すもの
• 各学習指導要領「内容」の記載事項の文末を「〜すること」か
ら「〜している」と変換したもの等（＊一部教科・科目についてはこの限り
ではない）

• 「指導と評価の年間計画（シラバス）」を確認し、その上で、学
習指導要領の目標や内容、「内容のまとまりごとの評価規準」
の考え方等を踏まえて作成

• 単元（題材）などの内容や時間のまとまりごとに目標を設定す
る。

• どのような評価資料（児童生徒の反応やノート、ワークシート、
作品、取組みの様子を撮影した映像等）を基に、「おおむね満
足できる」状況（B）と評価するかを考えたり、「努力を要する」
状況（C）への手立てや支援方法等を考えたりする。

• 観点別学習状況の評価を行い、児童生徒の学習改善や教員
の指導改善につなげる。

＊外国語科、外国語活動についてはこの限りではない。

【参考】「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」 令和２年３月 文部科学省 国立教育政策研究所
教育課程研究センター 13

学習評価は毎時間の授業や単元（題材）の学習における目標に向け、児童生徒がどのように変

容しているのか、その実現状況を見るためのものです。そして、その評価結果については、児童生

徒一人ひとりに学習内容が確実に定着することをめざし、学習指導の改善につなげていく必要
があります。

学校においては、計画→実践（指導）→評価→改善という一連の活動（ＰＤＣＡサイクル）が繰り

返されながら、生徒のよりよい成長をめざした指導が展開されています。したがって、指導と評価
は別物ではなく、評価の結果によって後の指導を改善し、さらに新しい指導の成果を再度評価す

るという、指導に生かすための評価を充実させること、いわゆる「指導と評価の一体化」が大切で
す。
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指導と評価の一体化

○学習指導と学習評価のＰ Ｄ Ｃ Ａ サ イ クルは 、

日常の授業 、 単元等の指導 、 学 校に おけ る

教育活動全体等の様々な段階で繰り返されながら

展開することが必要

○ 生徒や保護者にとっても学習評価は重要

【生 徒】自らの学習状況に気付き、その後の

学習や発達・成長が促される契機

【保護者】家庭における学習を生徒に促す契機

指導計画等の
作成

Plan

指導計画を踏まえた教
育の実施

Do

生徒の学習評価
指導計画の評価

Check

授業や指導計画
等の改善

Action

【指導と評価の一体化】

〇 教師の指導改善につながるものにしていくこと

〇 児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと

〇 これまで慣行として行われてきたことでも、必要性・妥当性が認められないものについては見直していくこと

観点別学習状況の評価の目的

支援学校で行われる様々な教育活動に対して、児
童生徒の学習状況を把握し、児童生徒にどのよう
な力が身に付いたかを的確に捉えること。
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１．児童生徒の学習状況を踏まえて、単元計画

や支援方法等の検討も含め指導・支援の改

善や充実を図る。

２．児童生徒が学習してきたことを振り返り、

次の学習への気付きを持てるようにする。

2.各観点において見取るべきこと
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「知識・ 技能」の評価の考え方は，従前の評価の観点である「知識・ 理解」「
技能」においても重視してきたところです。 具体的な評価方法としては，例えば
ペーパーテス卜において，事実的な知識の習得を問う問題と，知識の概念的な
理解を問う問題とのバランスに配慮するなどの工夫改善を図る等が考えられま
す。また，児童生徒が文章による説明をしたり，各教科等の内容の特質に応じて
，観察 ・ 実験をしたり，式やグラフで表現したりするなど実際に知識や技能を
用いる場面を設けるなど，多様な方法を適切に取り入れていくこと等も考えられ
ます。

「知識・技能」の評価について

 これまでの評価の観点である「知識・理解」「技能」と同様の考え方に基づいて評価を行
う観点である。

 学習によって得た知識や技能を他の学習場面においても生かしているかどうか。

 自立や社会参加、日常生活や社会生活に生きて働く技能や知識になっているか。

【参考】「学習評価の在り方ハンドブック（小・中学校編）」 令和元年６月 文部科学省 国立教育政策研究所教育課

程研究センター

知識・技能
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「思考・ 判断 ・表現」の評価の考え方は，従前の評価の観点である「思考・ 判
断 ・表現」においても重視してきたところです。具体的な評価方法としては， ペ
ーパーテストのみならず，論述やレポー卜の作成，発表，グループや学級におけ
る話合い，作品の制作や表現等の多様な活動を取り入れたり，それらを集めた
ポー卜フォリオを活用したりするなど評価方法を工夫することが考えられます。

「思考・判断・表現」の評価方法

 これまでの評価の観点である「思考・判断・表現」と同様の考え方に基づいて評価を行う
観点である。→発想や思考の過程を深く読み取り授業を展開する。

 「言語活動を中心とした表現に係る活動や児童生徒の作品等」を通して、思考・判断した
ことと一体的に評価する。 （単に表すことや記録すること、整理することについては、「表
現」で評価するのではなく、「知識・技能」において評価すること）

【参考】「学習評価の在り方ハンドブック（小・中学校編）」 令和元年６月 文部科学省 国立教育政策研究所教育課

程研究センター

思考・判断・表現

18
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「思考・判断・表現」における「表現」とは

「言語活動を中心とした表現に係る活動や児童生徒の作品等」を通して、
思考・判断したことと一体的に評価する。

例えば、自ら取り組む課題を多面的に考察しているか、観察・実験の分析や解
釈を通じ規則性を見いだしているかなど、基礎的・基本的な知識・技能を活用
しつつ、各教科の内容等に即して思考・判断したことを、記録、要約、説明、論
述、討論といった言語活動等を通じて評価するものである。

思考・判断・表現

【引用】「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」 平成２２年３月２４日 中央教育審議会初等中等教育分科

会教育課程部会

A 聞くこと・話すこと
教師の話や読み聞かせに応じ、表情や身振りで表現すること特別支援学校学習指導

要領 小学部 国語1段階

[思考力、判断力、表現力
等]にかかる指導内容

B 書くこと
経験した事柄についての気持ちを動作等で表現すること

C 読むこと
示された身近な事物や生き物などに気付き、注目すること

【参考】特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）、平成３０年３月、文部科学省
19

「思考・判断・表現」と「技能」

「技能」は、各教科において習得すべき技能を児童生
徒が身に付けているかどうかを評価するものである。
すなわち、算数・数学において式やグラフに表すことや
理科において観察・実験の過程や結果を的確に記録
し整理すること等については、「技能」において行う。

歌唱、器楽、絵、デザイン等の指導の内容を示す「表現」は、音楽、図画工作、
美術の各教科において示す領域の一つであり、観点としての「表現」とは異な
る。

単に表すことや記録すること、整理することについては、「表現」で評
価するのではなく、「技能」として評価すること

思考・判断・表現

知識・技能
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「資質・能力」と「内容」の関連について

【引用】特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）、平成３０年３月、文部科学省

A 表現 B 鑑賞

知
識

技
能

○材料や用具の扱いに親しみ、表した
いことに合わせて、表し方を工夫し、
材料や用具を選んで使い表すこと

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

○経験したことや思ったこと、材料など
を基に、表したいことや表し方を考え
て、発想や構想をすること

○自分たちの作品や身近な造形品の制
作の過程などの鑑賞を通して、よさや
面白さに気付き、自分の見方や感じ
方を広げること。

○表し方や材料による印象の違いなど
に気付き、自分の見方や感じ方を広
げること

○形や色彩、材料や光などの特徴について知ること 〔共通事項〕

○造形的な特徴などからイメージをもつこと 〔共通事項〕

（例） 美術科 中学部 １段階より
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「技能」「表現」について留意すべきこと

【参考】特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）、平成３０年３月、文部科学省

領域としての「表現」 評価の観点としての「技能」「表現」

○形や色彩、材料や光などの特徴につい
て知ること

○材料や用具の扱いに親しみ、表したい
ことに合わせて、表し方を工夫し、材料
や用具を選んで使い表すこと

「技能」として評価する内容

○造形的な特徴などからイメージをもつ
こと

○経験したことや思ったこと、材料などを
基に、表したいことや表し方を考えて、
発想や構想をすること

思考・判断したことを「表現」する活
動を「思考・判断・表現」として評価
する内容

領域の一つであり、絵、デザイン等の指導の内容を示す「表現」と、評
価の観点としての「表現」は異なること

材料や用具を選んで使い表すことについては、「表現」で評価するので
はなく、「技能」として評価すること
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具体的な評価方法としては，ノートやレポート等における記述，授業中の発言，
教師による行動観察や，児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師
が評価を行う際に考慮する材料のーつとして用いることなどが考えられます。そ
の際，各教科等の特質に応じて，児童生徒の発達の段階や一人一人の個性を
十分に考慮しながら，「知識・ 技能」や「思考・判断・表現」の観点の状況を踏
まえた上で，評価を行う必要があります。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法

【引用】「学習評価の在り方ハンドブック（小・中学校編）」 令和元年６月 文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究セ

ンター

① 粘り強い取組を行おうとする側面

② 自らの学習を調整しようとする側面

の二つの側面から評価する。

→実際の評価の場面においては、双方

の側面を一体的に見取る。
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事例から考える「主体的に学習に取り組む態度」

【参考・引用】「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料（中学校 国語）」 令和２年３月 文部科学省 国立教育政策

研究所教育課程研究センター

【国語】
（単元名）新たに知った言葉を紹介する ～聞き手を意識して話す～

第１学年 Ａ 話すこと・聞くこと

（評価規準）「主体的に学習に取り組む態度」

• 粘り強く表現を工夫し，学習の見通しをもって新たに知った言葉を紹介しようと
している。

＊ ①粘り強い取組を行おうとする側
面を表している。

＊ ②自らの学習を調整しようとする側
面を表している。

 当該単元で育成する資質・能力と言語活動に応じて作成する。

 ①②に関連付けた文言を評価規準に含める。
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事例から考える「主体的に学習に取り組む態度」

［主体的に学習に取り組む態度］① 授業観察・ノート

• ここでは，練習を通して相手に伝わるような表現の工夫を考え，発表会に間に
合うように 選んだ言葉を紹介しようとしているかを確認 する。

時 主たる学習活動 評価する内容 評価方法

１ ⃝ 「語彙手帳」（日頃から，新しく知った語彙を書き留
めている手帳）などから,自分が友達に紹介したい
言葉を決める。

［思考・判断・表現］① ノート

２
・
３

⃝ 話し方の工夫について話し合う。
⃝ スピーチの構想メモを書く。
⃝ スピーチの練習を行う。

［主体的に学習に取り組む態
度］①

授業観察
ノート

４
・
５

⃝ スピーチの発表会を行う。
⃝ 他の人のスピーチを聞いて新たに知った言葉と用例
を「語彙手帳」に書く。

［思考・判断・表現］②
［知識・技能］①

発表
ノート
語彙手帳

【評価規準・評価方法等】

【参考・引用】「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料（中学校 国語）」 令和２年３月 文部科学省 国立教育政
策研究所教育課程研究センター
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事例から考える「主体的に学習に取り組む態度」

（国語の事例のポイント）

• 総時間数５時間の単元において、「主体的に学習に取り組む態度」の評価を３
時限目のみで行っている。

• 生徒が工夫をしたり、話し合いを行ったり、構想を練ったりなど、自らの学びを調
整できるような内容を設けている。

• 評価方法は授業観察、ノートによる方法を用いている。

• 評価規準は、本単元の言語活動等に応じて、①②の側面を含む表現で記述さ
れていること。（①→粘り強い取組を行おうとする側面、②→自らの学習を調整
しようとする側面）

• 「評価メモ」により、どのような生徒の姿が「B」であるか明確にしている。

【評価メモ】

（Ｂと判断する状況の例）

• 練習を通して相手に伝わるような表現の工夫を考え，発表会に間に合うように
選んだ言葉を紹介しようとしているか。

（Aと判断するポイントの例）

• 速やかさ ・丁寧さ ・集団への寄与 ・興味の広がり ・応用・活用の意識 など
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価のポイント

① 粘り強い取組を行おうとする側面

• 例えば、何かを継続して「工夫」しようとしたり、周囲の人と積極的に関わろうと
したりしている姿を評価する。

② 自らの学習を調整しようとする側面

• 例えば、自らの学びについて、気付いたことや反省点、改善点や振り返り、次の
学習に向けた意欲を述べたり、自分なりの表現で表したりしている姿を評価す
る。

【評価方法の例】

1. 授業観察

 評価をする子どもの姿を明確にしておくことが重要であり、場合によっては「評
価メモ」を作成しておくことが必要。

2. ワークシート

 学習の始め、途中、最後で記入できるように工夫するなど、子どもが自らの学び
を振り返り、調整できるようにしておくことが重要。

27



２．全体研修資料
（2）全校研究②

4

３．ワーク
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個人ワーク
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肢体不自由

A)対象を数秒間見続けたり、注意を向け続けたりすることが難しい。

B)覚醒のリズムが不規則で十分な睡眠がとれず、眠った状態で登校す
ることが多い。

C)機嫌の良いときには小さな声を出す。

D)話しかけられたり、笑いかけたりしても、相手に応じることが少な
い。

E)快、不快の表出が曖昧なときがあり、不快なときに笑顔になること
がある。

F)他者からの関わりに対して、注意を向けることが難しい。

G)自分の名前を呼ばれても、表情や身体の動きなどで応えることがあ
まり見られない。

H)腰や肩への教師の援助がないとあぐら座位の保持が難しい。

I) 定頸しつつあるが、座位保持椅子での座位では、頭部が前傾するこ
とが多い。

J) 首、肩周りの筋緊張が強い。

K)静かなところで鳴った音に気付き、表情を変える。

参考：特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編

個人ワーク
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第 学年 組 児童生徒名 課程

授業名

長期目標

学習内容 支援方法・配慮 具体的な手立てと評価

個人ワーク
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時 主たる学習活動 評価する内容

１ ⃝ 「語彙手帳」（日頃から，新しく知った語彙を書き留めている手
帳）などから,自分が友達に紹介したい言葉を決める。

［思考・判断・表現］①

２・
３

⃝ 話し方の工夫について話し合う。
⃝ スピーチの構想メモを書く。
⃝ スピーチの練習を行う。

［主体的に学習に取り組む態度］①

４・
５

⃝ スピーチの発表会を行う。
⃝ 他の人のスピーチを聞いて新たに知った言葉と用例を「語彙手
帳」に書く。

［思考・判断・表現］②
［知識・技能］①

「支援方法・配慮」「具体的な手立てと評価」については、
３観点に分けて考えてみましょう

ア.知識・技能
イ.思考・判断・表現
ウ.主体的に学習に取り組む態度

グループワーク
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個人ワークで考えた個別の指導計画
について交流しましょう ４．まとめ
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まとめ

• 観点別学習状況の評価によって見取るのは、どのような力が
身に付いているかという子どもたちの姿です。

• 教科担当者は学習によってめざすべき子どもたちの姿を具体
的にイメージすることが大切です。場合によっては観点メモ等に
記述することも考えられますが、いずれにしても教科担当者の
間や児童生徒や保護者との間でイメージを正しく共有すること
が大切です。

• 実際の指導においては、単元（題材）の目標を明確にし、単元
（題材）の目標に基づいた指導を行い、評価を行うことが大切
です。

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

【参考・引用資料】

• 平成３１年３月２９日初等中等教育局長通知

• 「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」 平成３１年１月２１日 中央教育審議会初等中等教育分科会
教育課程部会

• 「教育課程企画特別部会における論点整理について（報告） 」 平成２７年８月２６日

• 「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（
答申）」 平成２８年１２月２１日 中央教育審議会

• 「学習評価の在り方ハンドブック（小・中学校編）（高等学校編）」 令和元年６月 文部科学省 国立教育政策研
究所教育課程研究センター

• 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」 文部科学省 国立教育政策研究所教育課程
研究センター

• 「特別支援学校小学部・中学部学習評価参考資料」 令和2年4月 文部科学省
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